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問
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萊
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搬
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潆
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.
 

人
圾
の
負
擔
を

減
f

る
に
わ
り
し
も

ft

府
は

こ
の

決
議
を
利
用
し

て
、
千
八
行
十
三
牟
以
來
ブ 

口
ィ

セ

y
に
於
て
：採

.
相
せ
ら
れ
、

M

も
有
名
無
實
の
.観
あ
る
國
民
皆
兵
刺
度
を
勵
行
せ
ん
ビ
し 

千
.
八
西
九
十
二
年
+
一

 

月
騎
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右
に
關
す
る
法
粱
を
議
會
に
提
出
し
れ 

i
0
る
R

之
が

爲

R

經
.

«の
播
；加

六
七
チ

0 
M

を

0

す
る
ょ

P

政

0
中
汉
對
の

&

見
を
懷
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.
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萬
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西
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仆
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總
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猢
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濺
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鐵
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茧
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を
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西
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鐵
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。
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を
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を
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第
七
號 

一
二

I 

の
外
交
上
の
交
涉
に
際
し
、英
國
が
兵
力
を
以
て
威
嚇
を
加
へ
た
う
ビ

•*

し
て
、大
に
輿
論
を
働

 ̂

v 

- 

•• 

.

一
 

:

:
,か
し

'
觅
^

陴
笟
搬
張

_の
針
割
を
立
て
れ

6

。千
九
西
十
ニ
年
一

.
月
ニ
十
八
日
陵
®
少
將
カ
イ
ム

I
'
.
. 

.

代
議
士
パ

1シ
-
等
を

#

部
ど
し
て

.組

.
織
せ
ら
れ
れ
る
獨
逸
國
防
協
會
は
*實
に
ウ
イ
ー
ト
公

':
■'
.
-
•
.

 

..

 

..

.

I 

'

を
會
長
ビ
せ
る
海
艰
協
會
ビ
相
提
携
し
て

¥

備
充
實
の
聲
を
大
な
ら
し
め
た
う
。か
く
て
三
灼 

一；

,

..

ニ
十
二
 

=

發
表
さ
れ
た
る
陸
眾
擴
張
法
举
は
平
時
定
員
を
增
加
す
る
、と
ニ
菸
九
千
人
即
ち
卒 

I

 

:

五
十

_

蔣
四
千
人
ヰ
な
し

?

.

の
外
下
士
九
鸹
五
チ
人
蔣
校
三
萬
人
、ー
年
お
願
兵
一
黹
四
千
人

.

.

.

:
fr
政
部
將
校
四
黹
人
、合
肝
七
十
ニ
离
三
千
人
薪
に
ニ
简
取
圆
を
镫
か
ん
ヾ

」

せ
夂

WI
も
獨
逸
は

ベ，
- 

' 

- 

-

. 

'

.
 

上
述
の
如
く
九
十
年
、九
十
九
年
の
兩
囘
に
祺
隅
を
增
設
し
て
總
計
ニ
十
三
筒
取
_
を
有
せ
る 

:

が
う

.ち
に
近
衞
银
圃
ヒ
バ
イ

H

ル
>
 

の
三
箇
跟
團
ビ
を
合
め
る
ょ
\
新
設
の
窜
刚
は
即
ち
第 

:

.

ニ

十

、第

二

十

二

の

兩
®i
m

_

R

.
し
て
^

」

一
十
軍
画
は
之
を
ブ
ロ
イ
セ
ン
の
東
北
端
々
る
ズ
ア 

メ
ル
ラ
ン
ト
の
ア
レ
ン
ス
タ
イ
ン
，に
餘
き
、第
ニ
十

1

®

»J

は
之
を

H

〃
ザ
ー
ス
の
コ
グ
マ
ー 

.

it
®

き
，以

.て

0怫
'兩
國
に
備
へ
ん
ビ

.せ
る
な
り
。之
ビ
冏
時
に
涧
軍
の
擗
張
も
亦
計
劃
さ
れ
、こ

の
海
陸

m

の
搬
服

rc

耍
_す
-
る
經

®

ヾ

」

艰
人
增
俸

®

ビ
を
合
錄
す
る
時
は
、千
九

Lr
i

十
二
年
ょ
り

.

.
 

- 

.
:

十
七
年
ま
で
に
總
計

.六
億
五
千
五
，十
离
瑪
に
上
る
可
く
、帝
國
宰
相
フ
ォ
ン
、ベ
ー
ト
マ
ン
は
之

^

-1

8

"

——
r-T--—

-
r
-
r̂
r
-
-
丨，
.
. 一. 

一' 

.

I

_
_

I
 

. 

'

か
T
;y
f-

の
方

y

を
聯
到

|̂
^

諮
り
し
に

4

央
鐵

.
の
領
袖
た
る
へ
ル
ト
リ
ン
グ
见
等
は

1

略
h
 

刺
.餘
金
を
以
て
之
を
支
辦
す
可
し
ビ
主
張
し
た
ぅ
。帝
國
藏
相
、グ

H

ァ
ム
ー
ト
は
济
來
果
し
て

.
1H

政
の
好
況
持
續
す
可

&

や
杏
や
、激
期
す

■可
か
ら

す

ビ

て
/:」

の
說
に
反
對
し
、ーー一

『
セ
五

d

を

.以
す
锨
促
せ
し
ょ

^
、
次
寧
キ

I

V

之
に

代
$

中
央

黨
の
意
を
迎
へ
て
、自
家
用
酒

製
造

*
に
對

す
る
免
稀
の
恩
典
を
，廢
止
し
て
千
六

^

蔣
：馬
乃
至
ニ
千
黹
«

を
得
.之
に
關
税
、鐡
双
■
便
等
の

.

.

. 

-
•
•
. 

' 

:

»

收
を

加

へ
て
兎
に

fi

十

ニ
年
ょ

ぅ
十
四

^

度
ま
で
の
搬
張
费
三
億
三
千
八
西
馮
馬
を
支
辦 

せ
ん

ビ

せ
ふ
。か

く

て
.
0
艰
鑛
張
法
粱
は
五

月
十

p

II

:
會

K

rf
e
0
並
に

波
蘭

黨
の
反
對
ゎ
り
し 

の
み
に
て

'
議
會
の

.®

養
を
經
た
ん
往
本
の
獨
逸
進
步
鐵
の
系
統
を
授
け
る
進
步

K

黧
が
こ
の

輯
張
法
案
に
赞
成
せ
し
を
觅
る
峙
は
、獨
逸
に
於
け
る
國
家
ま

_

の
思
想
が
^

然
符
出
主
義
を

•
 

. 

- 

•

II

し
1

せ
し
こ

^

を
知
る
可
き

rs
>
9 0

然
る

に

.パ

ル
力

V

戰
役
の
影
響

ど
し
て
、列

國
IH
I

の
均
勢
變
飽
を
示
す
や
、*
逸
帝

國
政
府
は

.

.

.

.

... 

.

- 

.

三
皮

K
 
.r

r
服
の

w i
s

に
け
で
た

6

。を
の
風
說
は
夙
に
十
ニ
屯
の
十
一
月
に
於
て

|1
)
:上
に

- % 

は
り
し
力

ノ

ル
ト
.ド

ィ
チ
：
ふ•ア
ル

ゲ
マ
イ
ネ
.ツ
ア
イ
ツ
ン
グ
は
 

千
九
西
十
三
年

の

1
/ J

R 

入
る

や
、蛊
帝
の
新

#
< 
■
を
立
て

ら

れ

た
る
こ

ビ

を

報

じ
、
*

張

*

の
大
耍
は

一
月

八

日
の
ポ
ー 

热
八
淤

.
(

七九三
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.

m

i

ぶ

. 

.プ
ト
紙
上
に
現
は
れ
、同

H

一「

十

A

H

政
府
常
局
漭
は
議
會
に
於
て
新

|«
紙
上
の
報
遒
を
惡
認 

し

れ

Ayダ
で
ゥ
ィ
ル
へ
：ル
ム
第
二

II
I

は
ヶ
丨
ユ
ヒ
ス
べ
ル
ヒ
に
於
て
國

w

恃
狡
制
搜
の
須
ら 

く
®
ゎ
せ
ざ
る
可
か
ら
ざ
る
こ

S

を
說
か
れ
、フ
ォ
ン
.ベ
ー
ト
マ
ン
は
ニ
只
十
五

m

に
陸
取
搬 

-;
:

r
 

/

J

r

K
ク
む

t
 

く 
S

S

す
♦

/F

な
'5
)
>
/

」

說
じ
た
う

S

防
協

#

は
勿
論
の
こ

V
J

®]:

會
民
主
黨 

を
除
 

<
 
の
外
各
政
鐵
の
機
關
.新
聞
は
盛
ん
に
輿
論
を
動
か
し
、か
く
て
璐
張
案
の
成
立
容
為
な

う
ビ

M

る
や
、三
月
十
八

W

ノ
ル
ト

•

ド
イ
ッ
チ
し

H
.

ア
ル
ゲ
マ
イ
ネ
•ツ
ア
イ
ツ
ン
グ
を
以
て
之
を 

發
表
し

^

6

。法
案
提
出
の
理
由
は
是

.
ょ
々
先
一
ニ
月
八
日
フ
ォ
ン

.

ベ
ー
ト
マ
ン
マ

」

陸
相
ビ
ょ

う 

济
政
黨
の
領
釉
に
對
し
、次
で
陸
軍
特
別
委
員

#

に
於
て

-»

密
に
說
明

.
せ
ら
れ
た
る
が
、要
す
る 

R

V

刀
力
ン
取
役
の

r

果
、
«

國
の
地
位
困

»

ど
な
う
し
こ
ど
、露
國
陸

m

の
將
來
恐
る
可
き
も 

の

.̂

る：

こ
ビ

を
斗
臥
せ
り
。而
し
て
前
述
の
如
く
憲
法
に
於
て
現
役
兵
卒
の
數
を
人
.ロ
の
西
分 

の
：
！

ビ
&

め
あ
る
ょ

6

平
'
時
定
員
の
こ
の
率
に
達
せ
ざ
る
こ

ビ

を
も
璐
張
の

j

沿
由
に
教
、
 

V
7 

&

W
提
#

R

從
へ
ば
菊
兵
徵

■

數
を
約
六

馮
三
千
人
梢
加
し
、平
時
兄
員
に
於
て
將
校
四
千 

人
い
下
士
一

 

禽

^

千
人
、卒

瀹

「

燕
六
千
九
西
六
十
五
人
、馬
ニ
鸹
七
千

g

を
增
し
、從
來
卒
五
十
四 

s

p

y
 ノ
な

6

し
を

a

に
六

4

1
六
热
費
千

 

一
TI
七
十
六
人
マ

j
爲
さ
ん

t
す

る

^
^
6

。之

こ

s

.

j

る
に
將
校
三
萬
六
千
人
、下

士

汁

一
萬

人
、
一
年
，志

願

兵

一
萵
八
千
人
並
に
行
政
部
將

校
を
加 

ふ
れ

$

時

定

眞
八
十
七
蔣
人
化
上
る
可
く
、千
九
西
十
五
年
度
迄
に
之
を
党
成
す
る
の
計
剡 

/

〜

き
jr

張

の

.*

沒
は

#

ど
し
て
跑
成
部
隊
の
充
實
を
圖
る
に
在
れ
と

#

少
の
新
部
隊
も

M
 

-
、
: >
メ
 

f

f

f

i完
成
の
啤
は
步
兵
六
丙
六
十
九
箇
大
隊
、騎
兵
五

hr
l

五
十
筒
中
隊
、野
戦
砲
兵
六
ド

,:
|
 

,

;

三
十
ニ
ー
简

+

隊
、徒
步
砲
兵
五
十
五
筒
大
隊
、エ
兵
四
十
四
樹
大
隊
、通
信
兵
三
十
一
简
大
隊
輜
通 

.
技

1

.

T
六
®

大
隊

ビ

爲
る
可
し
。之

R
 

®

す
る
經
费
は
臨
時
锻
十
億
五
千

0得
、經
常
®

一
億
八 

.千

r

-

p,l

尸
至
一
僦
ソ
千
茂

^

^

上
る
の
計
算
に
し
て

'
剎
餘
金
流
用
の
外
、砂
糖
税
の
輕
減
を
延 

扣
(

2

:斜
稅
を
增
微
し
第
四
等
親
の
遺
逄
は
之
を
國
家
の
有
に
歸
し
七
制
五
分
を
帝
國
の
听 

」

名
、ニ
：割
五
分
を
聯
邦
の
所
有
に
歸
す
る
等
、種
々
の
改
革
を
行
ひ
て
之
を
支
辧
し

*:史

に
臨
^
费 

:

:

は
國
防
特
別
桃

ビ

稱
し
て
、1

萬
馬
以
上
の
財
產
に
對
し
て
千
分
の
五
、五

i

以
上
の
所
得
に 

し
て
で
分
の
ニ
を
課
し
以
て
之

‘
を
交
辦
せ
ん
ヾ

」

せ
ち
豫
算
委
員
會
は
四
月
三
十
：

Z

政
府
の
、

,

f

f案
丨
於
て
騎
兵
六

^

©

路
增
設
ビ
あ

&

、し
を
三
箇
聯
隊

if

說

修̂
正
せ
し
の
み

R

て
、他
は 

:

:
全
匆
堺
兵
案
に
同
意
し
ゼ
月
ニ
十
九

>

財
産
は
五
窩
馬
以
上
に
、所
得
は
五
千

^

以

上

.

に
課
桃 

し
.五
鹛
馬
以
下
の
財
產
は
免
稅
な
れ
ど
、三
黹
馬
以
上
の
財
産
を
有
し

_

時

に

ニ

千

五

^

渴

以

热

八

貉

(

七
九
5

論

：
說

獨

佛

兩

國
I

L

 

继
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•

第七

.

1
U、

J:

の
所
招

^

る
も
の
に
は
課
税
：す
る

こyj

、

し
、課
率
は
ミ

M.^
i-
c

て
千
分
の
五
、

.-
|

黹
，

f

c
て 

は
西
分
の
一
、千
离
埸
以
上
は
千
分
の
十
五
ヾ

」

修
正
せ

{

。三
十
日
の
季
員
會
は
國
防
*
別
说
に 

0し
聯
到
君

^

も
鈉
税
の
義
務
を

ft

擔
す
可

S

こ
ど
を
規
定
せ
レ
。然
る
に
本
會

^

rc
,i
t

て
ょ 

六
月
三
十
日

11

會
K

主
&

波
1I
«

H

ル
ザ
ー
ス

0の
反

«

を
，受
け
し
の
み
に
て
、咐

0案
は

^

. 

,
立
し
、騎
兵
三

.简
聯
隊
：は
奴
活
さ

.：れ
、恶
俟
納
稅
華
務
に
關

_す
る
條
頊
は
之
を
削
除
し
て
國
防

$
 

別
税
法
案
を
も
成
立
ぜ
し
め
た
ぅ
。但
し
同
法
案
’は
本
會
議
に
於
て
も
修
正
あ
ぅ
し
ょ
ひ 

に
對
し
て
は
五
千
鳴
以
上

T

萬
馬
以
下
：

^

對
し
西
分
の
一
を
課
し
、梁
趣
し
て
五
十
黹
以
上
に 

は

r̂

分
の
八
を
課
し
て
合
剖
八
千
海

M

を
#

、财
產
に
對
し
て
は
一
路
^

以
上
ー
ニ
與
艰
に
身
す 

.る

1

黹
分
の
十
五
ノ
ょ
ぅ
粜
逝
し
て
ー
僦
坶
以
上
に
對
す
る

1

腐
分
の
钉
四
十
九

^

及
び
、合

ft
l
* 

八
億
八
千
黹
坶
を
得
、外
に
株
式

,

社
の

»

立
金
に
一

.
脔
分
の
九
十
五
を

m

し
て
四
千
萵
埸
を 

fe

る
こ

v
j

 

\

な
れ
ぅ
。财
產
桃
八
僞
八
千
腐

^

の
ぅ
ち
ブ
ロ
ィ
セ

yR
て
五
億
五
千
海

Mを
“

 ̂

可
く

1

傯
馬
以
上
の
埘
產
を

.
布
す
る
も
の
四
人
わ
ぅ
、一
千
ニ

 

：1-
]
:
七
.
.十
萬
馬
を
觀
附
す
可
し

S
 

云
ふ
。こ

.0

千
九
西
十
三
：年
の
隨
球
璐
張
案
成
立
以
前
に
於
て
は
獨
逸
の
戰
時
兵
數
は
約
四

1-
|

彐

十
七
捣
人

‘
な
ぅ
き

*然
る

R

.
澌
法
鸷
施
の
結

*

五
W

四
十

®

の
兵
力
を
«
ふ
可
き
訐
算
な
り
き 

尤
.も
现
花
に

.於
て
第
一
線
に
立
た
し
め
得
可
き
精
鋭
な
る
士
卒
は

W

五
十

^

人
を

®

b

ざ
る 

可
し

ビ

の

》」

ビ

Vる
'
.が
、
m

に
灼
六
個

S

削
は

®

國
に

‘
丑
個
艰

0は
露
國
に

.
備
へ
、
b

れ
た

〜

li
'
J 

ヵ
^

仰
國

^

抓
八
ら
れ
れ
る
は
フ

P

ィ
セ
ン
の
第
十

(

il(

ス
ト
ラ

h

ス
ブ
ル
ヒ

)

®

十
六

(
メ 

>

ツ) 

:
第
二

+

 .
1
(

ザ
ー
ノ
ル
ブ

>

ッ
ヶ
'
ン)

の
三
軍
剛
ど
バ
ィ
ェ
ル
ン
の
第
二
跟
圆

(

ゥ
ユ
ル
ツ
ブ
ル
ヒ
泛 

し
て
第
八

(

コ
ブ
レ
シ
ヅ

)

第
十
四

(

パ
ー
デ
ノ

)

第
十
八

(

フランクフルト

)

第十三

(

スツットガル 

ト)

の
四
犁

»]

中
何
れ
を
先

.
發
せ
し
む
る
や
分
明
な

&

t

白
耳
義
を
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に
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知
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萬
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せ.す
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四
時
間

.乃
至
六
時
間
に
し
て
戦
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準
_
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：成
る

.
可
し

ざ 

云
.

へ
^

怫
國
た
る
も
の
焉
ん
ぞ
之
に
備
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ざ
る
を
得
ん
や
。
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初
め
千
八
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六
十
六
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の
戰
役
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て
ブ
ロ
十
ゼ
ン
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帥
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ー
ル
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.國
民
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兵
制
度
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*

國
に
楝
用
せ
ん
ヾ
し
企
て
し
が
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に
免
役
桃
の
刺
度
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廢
止
せ
し
に
企
ま
う
、代
人
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役
の
制
度
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む
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に
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し
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八
西
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十
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ざ
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狠
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の
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し
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評
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た
る
國
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却
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國
芪
皆
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制
度
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張
し
、遂
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律
の
發
布
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見
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至
れ
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し
議
員
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數
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年
兵
役
制
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ら
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ど
せ
し
も
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役
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；
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狢
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西
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を
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縮
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營
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鐵
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す
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す
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營
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あ
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に
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て
一
一
年
兵
役
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度
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せ
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、矶
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膨
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ロ
の

W
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見
ざ
る

#

國
は
徵
兵
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す
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る
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亦
能
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據
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三
千
八
西
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十
莴
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し
て
、九
十
六
年
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來

H

十
一
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萬
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加
せ
し
も
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全
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潘
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果
な
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の
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る
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役
期
間
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縮
せ
ば
、双
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兵
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&
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な
る
將
校
巾

R

は
極
力
改
革
案
に
向
て
反
對
を
試
む
る
も
の
少
か
ら
ざ
り
き
。而
も
遂
に
能
く 

K

主：

中
等
主
義
に
對
し
ン
し
抵
抗
を
持
續
す
る
能
は
ず
、ニ
年
兵
役
法
案
は

n

ン
ブ
內
間
に
ょ
り 

て
li
#

に
®

出
せ

&

れ

、
元

走|^
は

千

九

亩

三

年

六

B

十
二
 

口
之
を

^

決
せ
し
が
、を
の
後
兩
院 

の
修

:1
1

{
cr
>

り
、代
議
院
は
千
九

1-
|

五
年
三

”

十
七

H

H

十 

一一
M

R

t)
-

す

る
;/
/
:
瓦
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應
す
る

‘̂

4:V」

雖
も

#

.
典
を
受
く
る
を
得
す
、

^

族
狄
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さ
る
可
し
。佴
し
ニ
尔
兵
役
ど
稱
す
る
も
、實
際
の
服
役
»
哗
は
ニ
卜
三
ヶ

H

に
し
て
、千
九
西
六
年
の
調
资
に
據
る
に
平

S

員
將
校

.下
士
卒
ど
も
五
十
三
鸪
ニ
千
五

|-
|

九
十
三
人
ア
ル
ジ
エ
リ
ー
贴
屯
ゝ
五
與
四
：千
五
西
八
十
人
、チ
ユ
ユ
ー
ジ
ー
駐
屯
ニ
商
ー
ニ
西
ニ
十

人
公
則
六
十
鸪
七
千
艸
汀
九
十
三
人
に
し
て
之
を
ニ
十
筒
跟
刚
ド
分
ち
济
聯
隊
約
四
千
人
苑 

を
数
へ
た

P.°

斯
i

し

H

1

-
r
;

則

M'
は
こ
の
一
一
年
兵
役

«0

度
採
用
の
尔
ょ

6

起
6

、を
の
極
、阿
邪

利

加
 

f

K

-i
l

l
の
一
部
を
獨
逸
に
讓
與
す
る
や
、

『

怫

0西
實
行
會

』

等
愛
國

«

の
.運
動
は
漸
く
勢
力
を
加

' 

八
肖
れ
る
力
こ
の

il
'

i

R
乘
じ
て
千
九

ft

*
十
二
年
二

 

n

内
閣
議
長
ど
爲
れ
る
、

|/
1

)
*
し

て

翌

十

三

年
 

1

ゎ
，遂
に
大
叙
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磷
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>
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反
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騎
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は
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參
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を
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を
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千
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ニ
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搬
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1
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H

丨
の
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進
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等
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れ
も
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れ
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パ

,
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の
密
猢
に
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兩
%
を
诚

以
も
猶
豫
し

.

;

JJ一
：：：

の
怫
國
现
役
兵
は
合
計
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离
七
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る
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る
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ど
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十
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參
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總
長
ジ
オ
ツ
フ
ル
將
取
、
 

の
將
官

'
列
席
し

#

議

三

時

間

，の

後

、義

勇

兵

制

度、
»
 

ヶ
パ
兵
役
等
の
對
案
を
以
て
柯
れ
も
事
局
の
忿
を 

三
年
兵
役
案
を
可
決
し
た

h

、ff
i

i
し
て
三

n

の
後
陸 

三
月
ニ
十
一

"

の
法

#

修
正
法
案

』

を
代
議
院
に
提 

の
合
同
社
會
黨
ア
ッ
ガ
二
ゥ
ル
の
共
和
祉
會
黨
ヵ 

妨
银
せ
し
も
、ブ
リ

r

ン

に

代

り

て

内

関

議

提
(£
な 

過
し
千
火

^

十
三
年
八
月
七

2

2
の
法
律
.ど
し
て
公

f

|
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鸪
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